











（1） a. リボンがかわいい。 （主格）
 b. ノートを買う。 （目的格）
 c. ドアに貼り紙をする。 （対象格）







（2） a. ナイーブな性格だ。 （形容詞化）
 b. アクティブに活動する。（副詞化）











（3） a. エンジョイする。 （動詞）
 b. エントリーする。 （名詞）
 c. プログラミングする。 （動名詞）
 d. ウォーミングアップする。 （形容詞）
「する」付加される英語借用語の語彙範疇化について 
―英語品詞と日本語品詞との関連性―
On the Lexicalization of suru-Appended English Loanwords: A Relationship between 










　結論として、『英語借用語のカタカナ語の「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」、「X する構造」における「X」
の日本語語彙範疇については、英語品詞の動詞性、名詞性の影響を受け、動詞性、名詞性を持った日本語動名詞と
しての統語的特徴を持つカタカナ語となる』とした。













































 e. アヘッドする。 （副詞）
 f. アピールする。 （名詞・動詞）
 g. アシストする。 （動詞・名詞）































































































































語について、「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」で
のカタカナ語の統語的特徴を観察する。表4に示す。
　表4より英語名詞借用のカタカナ語において「形容























































語ずつを合計した50語中、47語が可能であり , 「X を
する構造」では50語中、44語が可能であった。また

















ては「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」とも可能
であった。また英語名詞借用、英語動名詞借用のカタ


































































　「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」のどちらかが
可能なカタカナ語の場合、あるいは両方可能なカタ
カナ語の場合は「X」に名詞性があるといえる。また





















わば「形容詞＋ X 構造」、「X をする構造」の両方が
不可能な英語動詞借用の2語は英語動詞借用のカタカ
ナ語が名詞的使用に移行する過程の残滓ともいえる。
2． 「Xする構造」 中の 「X」 の動詞性












3． 「形容詞＋ X構造」 「Xをする構造」 「Xする構造」
における 「X」 の日本語語彙範疇























 d. * 感覚（を）する。
 e. * 学校（を）する。

























が「形容詞＋ X 構造」や「X をする構造」で可能に
なる現象は説明できない。原語が英語動詞のみとな
る「アジテート」や「ノミネート」の場合は、原則的


































































容詞＋ X 構造」、「X をする構造」での使用が可能と
なると思われる。影山（1993）の言うように「X する
構造」の「X」を「名詞性を持った動詞」とし、石野
（1983）の言うように「形容詞＋ X 構造」、「X をする
構造」での「X」を「単なる名詞」と扱うよりも、




















を抽出して、それらの「形容詞＋ X 構造」、「X をす
41
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On the Lexicalization of suru-Appended English Loanwords: A Relationship between 
English and Japanese Parts of Speech
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Abstract
　English loanwords transformed into Japanese have lexical categorization processes applied to them. This paper hypothesizes 
that the concept of part of speech in English influences the concept of part of speech in Japanese in the lexical categorization 
process. This study examines the Japanese lexical categorization of English loanwords which are suffixed with “-suru (to do)” 
(the X-suru construction) in Japanese.
　402 English loanwords which allow the X-suru construction in Japanese were extracted from the Concise Katakana Word 
Dictionary, 2nd edition (Sanseido, 2004), the English parts of speech were looked up in the Progressive English-Japanese 
Dictionary, 4th edition (Shogakukan, 2006) and classified into 5 categories in terms of English parts of speech: “Verb,” “Noun,” 
“Gerund,” “Noun/Verb,” and “Verb/Noun.” In each category, 10 words were selected randomly and observed in terms of 
syntactic behaviors in the Japanese “X-suru construction,” “Adjective + X construction” and “X-o-suru construction.” The 
Japanese lexical category for “X” was identified in these constructions.
　The results confirm the hypothesis that the lexical categorization of katakana words borrowed from English (X) in the 
Adjective + X construction, X-o-suru and X-suru construction is influenced by the nominal or verbal features of English, and 
that such words are categorized as a Japanese gerund with both nominal and verbal syntactic features.
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